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まちの玄関 平塚駅

　東海道線が開通して126年、駅ビルの平塚ラスカができて40年。平塚駅は全国のまちと平塚をつないできました。平塚駅を見つめ直してみませんか。


詳しくは次ページへ



[image: まちをつなぐ駅]

平塚駅は輸送の要

平塚駅は広々ゆったり

　鎌倉駅長や藤沢駅長を経て、昨年6月に58代目の平塚駅長となった加藤芳美さん。平塚駅の特徴を「駅ビルのラスカと合わせた造りになっているので、構内がゆったりしていますね。ホームは二つあり、上りと下りで分かれています。幅が広いので混雑しづらく、安全に利用できます」と話します。

　平塚駅は構内だけでなく、線路数にもゆとりがあります。上下線の発着番線4本と貨物用2本で計6本。駅の東京方面には車両を停めておく電留線もあります。電留線があるため平塚始発や増結、平塚止まりの電車があり、通勤・通学にも便利です。

　加藤さんは「平塚駅は東海道線における輸送の要の駅です。線路の多さは、事故などで輸送が止まった場合にも大きな役割を果たしています」と話します。

　2番線・3番線には上下線に折り返し運転ができる設備があり、早めの運転再開に貢献しています。「輸送障害の原因や発生箇所によって異なりますが、できるだけ早く運転を可能にする折り返し手配に努めています。運転の再開は、ほかの駅を利用するお客さまにも役立っています」。


平塚の魅力を駅から発信

　一日に6万人以上が利用している平塚駅。JR東日本横浜支社管内にある108の駅のうち、13番目に多い人数です。駅員数は42人で、うち女性が約3分の1を占めています。

　加藤さんは平塚駅の取り組みについて「安全・安心・快適な駅づくりや、平塚の魅力発信などに力を入れています」と話します。

　安全・安心については、まず朝のラッシュ時の安全確保があります。運行が遅れたときなどは、利用者へ運行再開の見込み時間などの情報をいち早く伝えるよう心掛けています。「目安の時間が分かると、安心して待っていられますよね。振替輸送を利用するか、駅で待つかという判断をする手掛かりになります」と加藤さん。また「平塚地区鉄道災害消防活動安全連絡協議会」と連携して、人身事故の対応訓練などを計画的に実施しています。

　平塚の魅力発信については「駅長からのお知らせ＆おすすめ情報」として、観光情報や施設案内などを駅東口の改札付近に掲示しています。また、観光協会と連携して七福神めぐりなどをする「駅からハイキング」も実施しました。「平塚は総合公園・美術館・花菜（かな）ガーデン・囲碁など、たくさんの歴史と文化の魅力を持ったまちです。市外から多くの人が訪れる駅で、そうした情報を発信していきたいですね」。

[image: 加藤芳美駅長]

加藤芳美駅長は「市内唯一の駅ということは、地元の人はほかの駅を利用する選択肢が少ないということ。甘んじず、より良い駅にしていかなくては」と思いを語ります


駅よもやま話

3/365

東口の臨時改札（次写真）が開くのは、一年365日のうちで、湘南ひらつか七夕まつりの3日間だけです。駅員が中に立つ「舟」と呼ばれる臨時改札が登場する、昔懐かしい光景を見ることができます。

[image: 臨時改札]


東と西

駅の業務は、東口ではJR東日本が、西口では委託を受けたJR東日本ステーションサービスが行っています。そのため、東口と西口で、駅員の制服が違います。


高架

平塚から大磯方面に向かうと、高架になった線路が見えます。これは昔、貨物輸送があったときに大磯の相模貨物駅に入るために使われていた線で、現在は使われていません。


友好駅

平塚市の友好都市・岩手県花巻市の花巻駅・新花巻駅と今年1月に友好駅の提携を結び交流を進めています。湘南ひらつか七夕まつりでは、平塚と花巻の子どもの短冊が交換され、駅構内に飾られました。


メロディーも平塚ならでは

　7月5日の始発列車から、平塚駅の発着メロディーが「たなばたさま」になりました。

　1番線から4番線まで、アレンジが全て異なります。1番線はラッパの入った音で「今から出掛けるぞ」という元気な調子に。2番線は特急・快速電車の退避や始発電車を待つことが多いので、ゆったりめに。3番線はゆっくりと流れ、後を追い掛けるリフレインが特徴。4番線はホームの向かいに保育所があり、学生も多いことから、原曲に近くなっています。

[image: 平塚駅の発着メロディー]



[image: 平塚ラスカを楽しもう]

問：平塚ラスカ　電話：0463-22-0234
[image: 平塚ラスカ]40周年で人気キャラとコラボ

　平塚駅の「顔」とも言える、市民におなじみの平塚ラスカ。一日約2万5000人が訪れ、買い物などを楽しんでいます。チャリティーコンサートや湘南ひらつか七夕まつりへの協賛など、地域に密着した活動もしています。

　平塚ラスカは1973年6月に開業し、今年で40周年を迎えました。湘南ステーションビル取締役で平塚店長の鈴木條一さんは「平塚ラスカは人気キャラクターのガチャピン・ムックと同い年。40周年を記念して、彼らとコラボレーションする楽しいイベントを企画しました」と話します。8月1日からガチャピン・ムックのオリジナル商品を販売しているほか、1階では人形と記念撮影ができます。


[image: 平塚ラスカ]屋上にビーチリゾートが誕生！？

　これまでも、リニューアルや増築などをし、時代の流れに合わせて変化を続けてきた平塚ラスカ。今年の4月には、屋上に「ラスカの杜（もり）（次写真）」がオープンしました。芝生やウッドデッキ、大きなベンチなどが置かれ、ゆったりと過ごせるようになりました。「イメージは海外のビーチリゾート。湘南の風と空を感じます。街中の喧騒（けんそう）を忘れ、ゆったりと過ごしてください」と鈴木さん。BGMには、丹沢の自然の音などを使った環境音を流しています。

　「ラスカの杜のオープンとともに、ドゥオーモ（ドーム型の屋根）の色を薄黄色から白に変えました。窓も大きくし、より開放的になりました」。夜の照明にもこだわり、芝生は直接照らし、通路は足元だけ照らしています。ドゥオーモ下のレストランリビエラにはランタンを設置し、落ち着いた雰囲気を演出しています。「お客さまからはくつろげる空間ができたとか、子どもと来られる場所ができた、など好評です。大きな宣伝はしていないのですが、口コミで訪れる方が多いようです」。

[image: 鈴木條一さん]

ラスカの杜について「養生が終わったので、芝生の中に入ることができます。小さいお子さんを連れた方も、楽しい時間を過ごしてくださいね」と鈴木條一店長





[image: 平塚ラスカ]ユニークなスタッフが巡回

　 平塚ラスカのユニークなスタッフに、「マーメイドスタッフ・ポセイドンスタッフ」があります。前者は2000年に、後者は2003年に誕生しました。マーメイドは人魚、ポセイドンはギリシャ神話の海の神です。海を連想させる名前のこのスタッフは、「魅せる清掃で館内を魅力アップ」を合言葉にしています。「お客さまとラスカをつなぐシンボルとして、館内の清掃のほか、お声掛けやご案内、ご誘導などもしています」と鈴木さん。「1994年にトイレを改装したので、メンテナンスをしっかりとしていくために始めたサービスです」。

　スタッフは学生が中心です。「きびきびと働いていて、見ていて気持ちが良い」とほめられることも多いそう。

　「目印は背中のワッペンで、衣装は爽やかな水色や赤のシャツなどです。館内を巡回しているので、見掛けたらお気軽にお声掛けください」。

[image: マーメイドスタッフ・ポセイドンスタッフ]

ポセイドン（右）とマーメイドが清掃



ちょっと知りたい平塚ラスカの話

[image: Q]日本で初めての駅ビルなんですか？

[image: A]旧国鉄が出資して作った駅ビルとしては、日本で最初に出来たものなんですよ。


[image: Q]ラスカの名前の由来はなんですか？

[image: A]電車の車掌が「ひらつかぁー、らつかー」と駅名を呼ぶのがなまったとも、スペイン語で高層ビルや摩天楼を意味する「Rascacielos」から来たとも言われます。公式には、「Luxurious Shopping Center Avenue（贅沢な商店街の並木路）」の頭文字をとって「LUSCA」と名付けたとしています。


[image: Q]屋上のドームはいつできたんですか？　どうしてあの形なんですか？

[image: A]できたのは1994年です。平塚ラスカでは、屋上のドーム型の屋根を「ドゥオーモ」と呼んでいます。イタリアのドゥオーモ（教会堂）に見られるドーム型の屋根を模した形で、平塚ラスカの目印になっています。3代目の社長が、平塚を『イタリアの港町のようだ』と感じたことに由来するんですよ。


[image: Q]ラスカと言えばトイレがきれいですよね

[image: A]女性スタッフの発案を生かし、お部屋のような居心地の良さを演出しています。

　また、2階のトイレには「ベビーステーション」があります。魚の水槽を置いたり、アンパンマンのデザインが入った飲み物を販売したりと、お子様が楽しめる造りになっています。授乳室やお子様専用の手洗い場などもあり、快適に過ごしていただけますよ。



[image: 今も残るステーンショ道]

　「陸蒸気（おかじょうき）！　陸蒸気！」。鉄道開通当時、馬入の鉄橋を汽車が通過すると、人々はこう叫びながら見物に出掛けたという記述が、市教育研究所の「平塚の人と自然と」にある。

　平塚駅は、かつて「平塚ステンショ」や「ステーンショ」などと呼ばれていた。その名残は、中原の日枝神社にある「左ステーンショ道」と彫られた庚申塔（こうしんとう）（次写真）にも見ることができる。

　博物館の浜野達也学芸員は「中原から追分を経て、横浜ゴム前を通り駅へつながる道が、ステーンショ道と呼ばれていました」と語る。「庚申塔の右面には『相州大住郡中原下宿』という地名が彫られています。大住郡は明治29年に淘綾（ゆるぎ）郡と合併し、中郡となりました。

　鉄道の開通が明治20年ですから、この庚申塔は明治20～29年の間に作られたのか、もしくは鉄道開通以前からあったものに駅ができてから文字が刻まれたのか……。いくつか可能性がありますね」。

問：博物館　電話：0463-33-5111

[image: 庚申塔]



バリアフリー化を進めています

　平成21年10月に完了した、駅北口のバリアフリー化工事。バス乗り場を40年ぶりにリニューアルし、階段を上り下りしなくてもバスに乗れるようになりました。広場の中にある一般車の乗降場は、地下通路にエレベーターを設置して移動しやすくしました。

　西口の改札外の北側と改札内には、3月にエレベーターを設置しました。改札外南側のエレベーターも設置工事を進めており、完成は10月末になる予定です。

　市では新庁舎の完成に向け、駅を中心とした広い地域でバリアフリー化を進めます。今年度中には駅周辺エリアを含む「バリアフリー基本構想」を策定予定です。障がいがある方への筆談や介助のほか、案内看板の充実など「誰にでも優しいまち」を目指し、ソフト面でもハード面でもバリアフリー化を進めます。

問：都市整備課　電話：0463-21-8783・交通政策課　電話：0463-21-9840



[image: 経営支援アドバイザーを市内の店舗に派遣します]

　魅力ある店舗づくりや販売促進を支援するため、今年度から湘南地域で初めて、専門知識や経験があるアドバイザーを市内の店舗に派遣します。

　経営支援アドバイザーは中小企業診断士の資格などを持ち、店舗経営の専門知識などがあります。個店の経営革新を支援したり、店舗運営の相談を受けたりします。

　支援は、原則として年度内で3回以内、1回2時間以内です。費用は市が負担します。

　次の条件を全て満たす店舗①市内の小売業・飲食業・サービス業（風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律の対象業種や大手フランチャイズチェーンなどは除く）②資本金・出資額が5000万円以下、または従業員数が小売業・飲食業で50人以下、サービス業で100人以下③暴力団との関わりがない④市税の滞納がない。4店舗程度（選考）。

募：〒254-8686豊原町2-21豊原分庁舎2号館1階の商業観光課　電話：0463-35-8107　FAX：35-8125や市ウェブにある申込書を、8月16日（金）までに、郵送・ファクスまたは直接、同課へ。



応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、8月5日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


臨時職員・歯科衛生士


　幼児の健診・相談などの母子保健業務をします。歯科衛生士数人。歯科衛生士の資格があり、臨床経験が3年以上ある方。月12日以内、1日4～6時間。保健センター。時給1250円。採用は9月以降。

募：市販の履歴書と資格証の写しを、郵送または直接、8月23日（金）までに、〒254-0082東豊田448-3保健センター　電話：0463-55-2111へ。



臨時給食調理員の登録者


　有効期間1年の登録制で、欠員が生じた場合に採用します。給食の調理や食器の洗浄などの補助作業をします。

　午前8時～午後3時45分。東部学校給食共同調理場（東八幡3-8-2）・北部学校給食共同調理場（田村2-6-1）。時給885円。①米飯パート　月4日②調理パート　月12日以内。

募：市販の履歴書を、本人が直接、8月5日（月）～9日（金）に、豊原分庁舎1号館2階の学校給食課　電話：0463-35-8119へ。



文化サロンの利用団体


　市内で活動する10人以上の教養・芸術・生活文化サークルは、市民センター2階の文化サロンを利用できます。部屋数は3室。平成26年4月～9月の分を募集します。市民センター文化サークル連絡会への加入が必要です。

　①午前9時～午後0時30分は1回1300円②午後1時～5時は1回1500円③午後5時30分～9時30分は1回1800円。

募：8月20日（火）～31日（土）に、文化・交流課　電話：0463-32-2235へ。26日（月）は休館です。



明るい選挙啓発標語


　有権者や市民に選挙の大切さを呼び掛ける標語を考えてください。最優秀作品は選挙啓発活動に活用します。

　高校生以上の市内在住の方。1人3点まで。

募：作品・必要事項・年齢を、はがきで、9月30日（月）までに、選挙管理委員会事務局　電話：0463-21-8795へ。選挙管理委員会ウェブからも応募できます。



日本語ボランティア養成講座


　外国籍市民の方に日本語を教えるボランティアになってみませんか。

　共通講座を2回受けた後、市国際交流協会が運営する7教室から選択して14回、11月まで出席します。講座終了後、選択した教室で、日本語ボランティアとして活動します。

　松原分庁舎・市民活動センター。教室ごとに5～6人（先着順）。3000円と市国際交流協会入会費2000円。

　共通講座　8月24日・31日の土曜日、全2回、午後1時30分～3時30分。

募：松原分庁舎の文化・交流課　電話：0463-25-2520や市国際交流協会ウェブにある申込書を直接、同課へ。



八幡山の洋館で文化講座


　東京国立博物館の元刀剣室長が「武将と名刀」をテーマに講演します。

　9月28日（土）午後1時30分～3時30分。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。50人（抽選）。

募：必要事項を、はがきで、8月30日（金）までに、社会教育課　電話：0463-35-8124へ。



八幡山の洋館「絵画・写真展」の作品


　明治時代の建築技法を伝える貴重な洋風建物であり、「八幡山の洋館」として親しまれている、旧横浜ゴム平塚製造所記念館を題材にした絵画や写真を募集します。

　平成26年3月7日（金）～16日（日）に、同館で開く絵画・写真展で展示します。

　市内在住・在勤・在学の小学生以上の方。1人1点（組写真はA4または半切で3枚まで）。未発表の作品に限る。ガラス表装は不可。

①絵画　10号まで。額などですぐに展示できること。

②写真　A4または半切～全紙。パネルまたは額装。

募：豊原分庁舎1号館3階の社会教育課　電話：0463-35-8124　FAX：34-5522や市ウェブにある申込書を、郵送・ファクスまたは直接、平成26年1月31日（金）までに同課へ。申込書は市ウェブからダウンロードできます。作品は平成26年2月3日（月）～28日（金）の平日、午前8時30分～午後5時に直接、同課へ。



商業まつりの出店者


　平塚商業まつりの「いいもんひらつか魅（み）つけ市」で、一坪いちおしSHOP（次写真）を出してみませんか。

　11月4日（休）午前11時～午後4時。荒天の場合は10日（日）に延期。紅谷町まちかど広場など平塚駅北口中心商店街。1コマ4500円から。

募：平塚市商店街連合会（紅谷町4-14　電話・FAX：0463-21-1090）・平塚商工会議所（松風町2-10）・豊原分庁舎2号館1階の商業観光課にある申込書を、ファクスで、8月30日（金）までに、同連合会へ。

[image: 一坪いちおしSHOP]



「むかしMattoの町があった」の講演会


　イタリアが公立精神科病院を廃止する過程を追った映画「むかしMattoの町があった」。映画の上映に先立ち、日本の精神科病院の現状を考える講演会を開きます。

　9月8日（日）。市民活動センター。80人（先着順）。

　講演会　午前10時30分～正午。無料。映画上映会　午後0時50分～4時30分。1000円。

募：必要事項を、電話・ファクス・メールで、市民活動センター　電話：0463-21-7517　FAX：22-3701　メール：hira-sc@mb.scn-net.ne.jpへ。



生きがい事業団の寺子屋教室


　寺子屋教室（次写真）の新規受講者を募集します。算数・国語を主体にした、学年別のおさらい教室を9月～平成26年3月に始めます。月4回、午後4時30分～6時。各12人（先着順）。3000円。

　①小学校5年生　火曜日。

　②小学校6年生　木曜日。

　既存の小学生向けの書道教室と、成人向けのパソコン・書道・絵画・囲碁・フラワーアレンジメントの各教室を希望する方は、電話で、生きがい事業団にお問い合わせください。

募：必要事項・学年を、往復はがきで、〒254- 0073西八幡1-3-2-2生きがい事業団　電話：0463-33-2335へ。

[image: 寺子屋教室]


生きがい事業団単発講座


　成人。各10人（先着順）。

①プランターで秋野菜作り　プランターに秋野菜を植え、生育状況を観察します。9月5日・10月10日の木曜日、全2回、午後1時30分～3時30分。1500円。

②メール入門　メールソフトの基本操作や初期設定の方法などを学びます。9月19日（木）午前9時30分～正午。2000円。

募：必要事項・年齢を、往復はがきで、〒254-0073西八幡1-3-2-2生きがい事業団　電話：0463-33-2335へ。



コンクールに応募しよう


　市内在住で、市内の学校に在学している方。

①少年の主張作文コンクール　小学校5・6年生と中学生。400字詰め原稿用紙3枚以内。題名・学校名・学年・組・氏名を記入してください。

②あかるい家庭写真コンクール　小学生。本人が前年9月以降に撮影した家族のL判写真。1人1点。

募：各学校で配る応募作品票を作品に添えて、9月11日（水）午後5時までに、学校を通じて、青少年課　電話：0463-32-7029へ。



「わたしのおすすめ公共建築」写真展の作品


　湘南平にある「高麗山（こまやま）公園レストハウス」など、指定された県内の公共建築を撮影してください。11月にみなとみらい線馬車道駅（横浜市中区本町5-49）で、写真を展示します。

　印画紙にプリントした六つ切り・ワイド六つ切り。撮影対象となる公共建築などの詳細は、国土交通省関東地方整備局横浜営繕事務所ウェブで確認してください。

募：〒231-0023横浜市中区山下町37-9国土交通省関東地方整備局横浜営繕事務所　電話：045-681-8104のウェブにある応募票を写真に添え、郵送で、9月30日（月）までに、同事務所へ。



東海大学市民講座・語学12回シリーズ


　経験豊富で日本語が分かる東海大学外国語教育センターのネーティブ講師が教えます。英語・韓国語・フランス語・中国語・ドイツ語・スペイン語の6カ国語で、レベルごとに開きます。

　各講座の詳細は、東海大学外国語教育センター　電話：0463-58-1211内線4552で案内します。

　9月21日～12月21日の土曜日、全12回、午前9時20分～午後2時55分の間で90分コース。東海大学湘南キャンパス1号館（北金目4-1-1）。各コース30人（先着順・5人未満の場合は開講しません）。1万2000円。教材費は実費負担です。

募：8月22日（木）以降の平日、午前10時～午後4時に、東海大学エクステンションセンター　電話：03-5793-7133へ。




[image: 秋冬野菜の栽培ポイント講習会]

　ハクサイ・ダイコン・ニンジンなどの秋冬野菜の育て方を教えます。

　8月11日（日）午前10時～11時30分。農の体験・交流館（寺田縄457-5）。市内在住の方30人（先着順）。

募：電話で、8月5日（月）午前9時から、農の体験・交流館　電話：0463-58-5201 へ。

[image: 秋冬野菜の育て方]



[image: 湘南ひらつか観光風景写生コンクール]

　郷土・平塚の身近な風景や観光行事などを広く知ってもらうため、市内の景勝地や主な行事などを題材にした観光風景写生コンクールの作品を募集します。

　湘南平や八幡山公園など市内の景勝地をまとめた平塚八景のほか、総合公園、平塚海岸、市内の各史跡など、身近な風景の魅力を描いてください。また、湘南ひらつか七夕まつりや花火大会などの行事も対象になります。

　入賞作品は、市観光協会の事業のPRなどに使います。

　中学生以下の方、1人1点。画材はクレヨン・水彩など自由。サイズは四つ切りで、版画ははがき大以上。

募：画題・学校名・学年・氏名（ふりがな）を裏側に記入した作品を、郵送または学校・団体を通じて、9月5日（木）までに、〒254-0812松風町2-10市観光協会　電話：0463-20-5110または〒254-8686豊原町2-21商業観光課　電話：0463-35-8107へ。

[image: 夏の観音橋]

中学生の部 　優秀賞

「夏の観音橋」　陳　晨旭



[image: 八幡さまのぼんぼり祭り]

小学生高学年の部　優秀賞

「八幡さまのぼんぼり祭り」　内山　朋菜



[image: 平塚駅]

前回の小学生低学年の部　優秀賞

「平塚駅」　竹見　咲紀



行政相談をご存知ですか？

　毎日の暮らしの中で、国の仕事に対する意見や要望はありませんか？

　行政相談委員は、皆さんの身近な相談相手として国の仕事についての意見や要望を受け、適切なアドバイスをしたり、国にその内容を伝えたりする役割があります。

行政相談委員ってどんな人？

　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を受けた一般の有識者です。相談を受けた問題の解決に向けて、無償で活動しています。

どんな相談を受けるの？

　社会福祉・医療保険・年金・国道・労働基準・雇用保険などの国の仕事で、次のような場合に行政相談委員が相談を受けます。

・手続きやサービスなどの制度や仕組みが分からない

・意見を申し出たが、国の説明や措置に納得がいかない

・窓口への苦情や困っていることがある

　毎月第1月曜日、午後1時～4時（受け付けは午後3時30分まで）。本庁舎1階の市民情報・相談課。

どのように解決するの？

　行政相談委員は、皆さんからの相談を受けて、公正・中立の立場から解決を図ります。

　簡単な助言で済む場合は、直接相談者にアドバイスします。内容が複雑な相談は、総務省の行政評価事務所を通して関係機関に働き掛けます。

問：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764

[image: 行政相談]


















湘南海岸公園再整備計画（案）へのご意見を募集

　都市計画公園湘南海岸公園は、湘南海岸公園のほか、龍城ケ丘プール（龍城ケ丘19-22）、湘南ひらつかビーチパーク（高浜台）などを含んでいます。

　今回の湘南海岸公園再整備計画（案）は、平塚海岸の大部分を含む総合公園として、特性を生かしながら、多様なニーズに応えることを目指しています。既存の老朽化した設備の再整備に向け、市の考えを示しています。

　計画案は8月2日（金）から、公民館・図書館・市民活動センター・市ウェブなどで閲覧できます。

募：意見と必要事項を、郵送・ファクス・メールまたは直接、8月2日（金）～9月2日（月）に、本庁舎4階のみどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852　FAX：0120-704589　メール：midori@へ。



お知らせ


湘南ひらつかふれあいマーケット　朝市

　地元産の魚・野菜などの販売やダンベル体操をします。出店店舗の商品が当たる抽選会も開きます。500円以上購入した方先着750人に抽選券を配ります。

　8月25日（日）午前7時～8時30分。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。



まちの動きを伝える広報番組「ひらつかビジョン」

　市政の動きや市民活動を、東海大学の学生がリポートします。

　今回は「まちづくりの拠点・公民館」（次写真）がテーマ。市内各地で、市民が主体となり、公民館を利用した活動が展開されています。番組では吉沢公民館にスポットを当て、寺子屋、ゆめ広場、人材発掘などの活動を撮影。地域の住民や各種団体と連携しながら、その活動をサポートし、市民主体のまちづくりに取り組んでいる様子を紹介します。

　SCN湘南チャンネル。毎週土曜日、午後7時30分～7時45分。毎週日曜日、午後1時45分～2時。YouTubeでも公開しています。

問：秘書広報課　電話：0463-21-8761

[image: ひらつかビジョン]



譲ります・譲ってください

　不用品の登録やあっせんを随時、電話などで受け付けます。詳細は、市ウェブで確認できます。

譲ります　マットレス・テレビ台など。

譲ってください　全自動洗濯機など。

問　リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301



大学の図書館を利用してみませんか

　資料の閲覧と複写ができます。学校の身分証（生徒手帳）をお持ちください。

①東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）　高校生。8月5日（月）～30日（金）午前9時～午後5時。土・日曜日と12日（月）～16日（金）を除く。中央図書館・11号館・12号館・13号館の各分館。

②神奈川大学湘南ひらつかキャンパス（土屋2946）　中学生・高校生。8月7日（水）～9月20日（金）、午前9時10分～午後4時50分。土・日曜日、祝日と8月13日（火）～16日（金）を除く。平塚図書館。

問：①は東海大学湘南キャンパス中央図書館　電話：0463-58-1211内線2731②は神奈川大学平塚図書館　電話：0463-59-4111内線2100へ。




市民平和の夕べ

　灯籠流しの灯籠1,000個（当日先着順）を無料で貸し出します。すいとんの試食、平和映画の上映、平和の折り鶴、平和のキャンドルの点灯などをします。

　8月18日（日）午後6時30分～8時。小雨決行。総合公園大池周辺。

問：行政総務課　電話：0463-21-9754

[image: 灯籠流し]



健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


転倒骨折予防教室



　「つまずきやすい」「体力が落ちた」と感じたら、筋力をアップして、転倒による骨折を予防しませんか。

　市内在住の65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方。応募はプールを含み年度内3回まで。全7回。各20人（先着順）。タオル・飲み物・室内用運動靴。動きやすい服装でお越しください。

　①9月3日～10月15日の火曜日、午後2時～3時30分。旭北公民館（河内440）②9月4日～10月16日の水曜日、午前10時～11時30分。神田公民館（田村3-12-5）③9月12日～10月31日の木曜日、午後1時30分～3時。豊田公民館（南豊田366-1）。

プールで転倒骨折予防教室

　午前10時～11時30分。全9回。各30人（先着順）。印（初回のみ）・水着・水泳帽・タオル。

　④9月4日～10月30日の水曜日、キッツウェルネス（代官町1-16）⑤9月4日～11月6日の水曜日、レオスイミングスクール旭校（根坂間187）。

募：①②は東京体育機器　電話：03-3625-6801③は8月5日（月）正午から藤沢YMCA　電話：0466-26-1151④は5日午前10時からキッツウェルネス　電話：0463-24-7997⑤は5日午前10時からレオスイミングスクール旭校　電話：0463-35-0202へ。




あなたの腎臓大丈夫？　慢性腎臓病講座



　慢性腎臓病は、初期の自覚症状に乏しく、気付きにくい疾患です。専門医の話を聴いてみませんか？

　9月28日（土）午前10時～11時30分。保健センター。市内在住・在勤の方60人（先着順）。

問：健康課　電話：0463-55-2111




認知症サポーターの養成講座



　認知症の基本的な知識と対応方法を学びます（次写真）。講義終了後、認知症サポーターの証しである、オレンジリングを差し上げます。

　9月8日（日）午後1時30分～3時。サンレジデンス湘南（田村2-11-5）。市内在住・在勤の方40 人（先着順）。

募：高齢者よろず相談センターサンレジデンス湘南　電話：0463-54-7009

[image: 認知症サポーター養成講座]



健康推進員の健康教室



　誰にでもできる健康体操をします。

　8月26日（月）午後1時30分～3時。保健センター。飲み物・タオル・バスタオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111



糖尿病の予防教室



　糖尿病予防に役立つ運動方法の実践や食事の仕方を紹介します。

　9月26日、10月10日・31日の木曜日、全3回、午後1時30分～4時。保健センター。市内在住・在勤で医師から運動制限を受けていない方25人（先着順）。飲み物・タオル・室内用運動靴。動きやすい服装でお越しください。

募：健康課　電話：0463-55-2111




介護補助員の養成講習



　就職を希望する方のための講習です。

　9月11日（水）～25日（水）の平日、5日間、午前9時～午後4時30分。市民センターなど。次の条件を全て満たす方①県内在住で55歳以上の就職・就業を希望している②ハローワークに求職登録している③全日程受講できる④就職面接会に出席できる。20人（選考）。

募：〒254-0073西八幡1-3-2-2生きがい事業団やハローワークにある申込書を、8月28日（水）までに、郵送または直接、同事業団へ。県シルバー人材センター連合会ウェブからも応募できます。




録音図書作製のための音訳初級講習会



　録音図書作製に必要な音訳とパソコンの技術を教えます。

　9月13日～10月25日の金曜日、全7回、午後1時～3時30分（9月13日は正午開始）。福祉会館。60歳未満で、講習会後、平塚点訳赤十字奉仕団に入団して活動でき、自分のパソコンで、自宅で録音できる方10人（先着順）。筆記用具。1000円。

募：電話または直接、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。





点訳（点字）基礎講習会



　最終日は県立平塚盲学校（追分10-1）を見学します。

　9月10日～10月8日の火曜日、全5回、午前10時～正午。福祉会館。市内在住の方15人（先着順）。筆記用具。1650円。

募：電話または直接、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。





福祉で活躍！　土曜ボランティアスクール



　福祉ボランティアの基礎知識を学びます。車いすの操作法や手話など、福祉のさまざまな体験をします。

　8月31日～10月19日の土曜日、全7回、午前10時～正午。福祉会館。市内在住・在勤・在学でボランティア活動を始めようとしている方ら40人（先着順）。

募：電話または直接、福祉会館　電話：0463-33-0007へ




ペットボトルを使った夏休みアイデア工作



　身近にあるペットボトルを使って工作します。

　8月25日（日）午前10時～午後1時。西部福祉会館（公所868）。市内在住の小学生20人（先着順）。軍手。

募：電話または直接、午前9時～午後4時に、西部福祉会館　電話：0463-50-5525へ。






[image: すこやかサポート市民病院]


㉙循環器内科



　皆さんは、胸が痛いとすぐに心臓の病気を考えますか？　どのような症状を放置してはいけないか、お話します。

　心臓病の中で、最も命に関わる病気は急性心筋梗塞です。心臓の筋肉を養う冠状動脈が詰まって心筋が死んでしまう病気です。「胸が締め付けられる」「冷や汗が出る」「短時間意識がなくなる」などの症状が主です。中には胃、喉、背中、腕が痛いだけなので、心筋梗塞と気付かずに治療が遅れてしまうことがあります。

　胸の場合は局所的なチクチクした痛みではなく、「胸全体が重い」「圧迫される」など締め付けられる症状が多いようです。症状が続く場合は、救急外来の受診が必要です。

　急性心筋梗塞の前兆に、不安定狭心症があります。「朝方動いたときに胸が苦しくなるが、すぐに良くなる」場合は不安定狭心症の可能性が高く、早めに循環器内科外来を受診してください。確定診断は心臓カテーテル検査がベストですが、冠動脈コンピューター断層撮影（CT）により、点滴から造影剤を注入して、外来で冠状動脈の診断ができるようになりました。

　動脈硬化の原因は、糖尿病や高血圧、脂質異常症、喫煙などです。これら危険因子のコントロールに努めましょう。

❖市民病院  電話：0463-32-0015



[image: 循環器内科]



スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


スポーツ教室


　市民の健康増進とスポーツの推進を図るために、まちづくり財団はスポーツ教室を開いています。この秋から体を動かしてみませんか。

　会場は、①～⑥は総合体育館⑦～⑨はひらつかサン・ライフアリーナ⑩は市民病院。抽選。

①水曜太極拳　9月4日～11月20日の水曜日、全12回、午前9時20分～10時50分。70人。5500円。

②すっきり・のびのび体操　9月4日～10月23日の水曜日、全8回、午前9時20分～10時50分。50人。3000円。

③水泳　9月6日～10月8日の火・金曜日、全8回、午後6時30分～8時。主に初心者40人。5000円。

④はつらつ水中体操　9月11日～10月16日の水曜日、全6回、コース1は午前10時15分～11時、コース2は午前11時15分～正午。各60人。2500円。

⑤楽らくヨガ　9月12日～11月21日の木曜日、全10回、午前9時20分～10時50分。75人。3800円。

⑥アクアビクス　9月12日～10月24日の木曜日、全6回、午前10時30分～11時30分。45人。4000円。

⑦卓球　9月4日～10月30日の水曜日、全6回、午前9時30分～正午。初心・初級・中級の計100人。4000円。

⑧リンパウオーキング　9月26日～12月5日の木曜日、全7回、コース1は午前9時15分～10時45分、コース2は午前11時15分～午後0時45分。各50人。3000円。

⑨女性フットサル　9月5日～10月10日の木曜日、全6回、午後7時15分～8時45分。40人。3000円。

⑩産後シェイプアップ体操　産後の筋力低下や骨盤のゆがみを正し、身体の機能回復と体力アップを図ります。

　9月11日・25日の水曜日、全2回、午後2時～3時。市内在住で、出産して1年以内の母親と乳児25組。無料。

募：教室名・必要事項・年齢（⑩は乳児の氏名と月齢も）を、はがきで、8月15日（木）までに〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団ウェブからも応募できます。




[image: みんなの力]


平塚の海を楽しく安全に



　「最大の目的は、事故を未然に防ぐこと。浜辺の清掃から海辺の監視まで、常に利用者の安全確保に努めています」と語る白井さん。

　同クラブの活動拠点は湘南ひらつかビーチパークです。海水浴のほか、ビーチスポーツが盛んなため、けがの手当ての知識も必要です。「活動は夏だけと思われがちですが、冬に行う体力づくりや、気象・応急手当ての学習があってこその夏の活動です」と、白井さん。

　今年で結成20年を迎える同クラブは、小学校1年生から50代までの98人で構成されています。「平塚の海で泳げることを知らない人もいます。平塚の海に愛着を持ってもらい、地元の人たちが地元の海の安全を守っていく。それが理想です」と思いを語ってくれました。


[image: 白井さん]






[image: 大相撲高砂部屋の夏合宿]



　今年も高砂部屋の力士が平塚にやってきます。

　8月30日（金）・31日（土）、9月1日（日）、午前8時ごろ、朝稽古開始。総合公園相撲場。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233




力士とふれあいわんぱく相撲

　大相撲高砂部屋の夏合宿に合わせて、子どもたちが高砂部屋の力士と相撲を取ります（次写真）。その後、力士とちゃんこ鍋を囲みます。

　今年から女子小学生も参加できます。

　8月31日（土）午前10時ごろ開始。市内在住の小学生30人（先着順）。

募：まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102

[image: わんぱくふれあい相撲]





市民相談


市民相談室

市：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




◇一般市民

月～金曜日、午前8時30分～正午・午後1時～5時




◇一般法律（予約制）

水・木曜日、午後1時～4時




◇行政

8月5日（月）、9月2日（月）、午後1時～4時




◇多重債務（予約制）

8月13日（火）・27日（火）、午後1時～4時




◇税務（予約制）

9月6日（金）午後1時～4時




◇年金・社会保険・労災

8月13日（火）午後1時～4時




◇登記・供託（予約制）

8月9日（金）午後1時～4時




◇測量・境界（予約制）

8月9日（金）午後1時～3時




◇住宅（新・改築）

8月20日（火）午後1時～4時





◇不動産（予約制）

8月16日（金）午後1時～4時




◇分譲マンション管理

8月26日（月）午後1時～4時




◇許認可各種届け出

8月6日（火）、9月3日（火）午後1時～4時




◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／午前9時～正午・午後1時～4時







ビジネス相談

市：産業振興課　電話：0463-21-9758





◇発明・考案・特許（予約制）

8月19日（月）午後1時～4時




◇就労支援（予約制・先着5人・一人50分）

8月21日（水）午後1時～5時50分







消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時






福祉会館

追分1-43　電話：0463-33-2333




◇法律（予約制）

9月10日（火）午後1時～4時。




◇生活支援

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ボランティア

月～金曜日、午前8時30分～午後5時







保健福祉総合相談

市：南附属庁舎1階　電話：0463-21-8779




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時






65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-8778




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時






健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





◇ヘルスアップ相談（来所・予約制）

8月28日（水）、9月13日（金）、午後1時～3時







障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇手話案内　FAX：35−5770

月～金曜日、午前9時～午後3時45分




◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時









青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33-7830　月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかることがあります。







子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前10時～午後5時




◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時






人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2177




◇来所

8月6日（火）・20日（火）、9月3日（火）、午後1時～4時







女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611（相談専用）



◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時






子育て支援センター

豊田分庁舎　電話・FAX：0463-34-9076




◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時







こども発達支援室くれよん

福祉事業センター　電話：0463-32-2738　FAX：31-1114




◇こどもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時






こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843




◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇母子相談

月～金曜日、午前9時～午後5時












[image: ヒラツカルチャー]


博物館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-33-5111　FAX：31-3949

休館日 5・12・19・26日



■夏期特別展　平塚市文化財展　真田・北金目遺跡群

　9月8日（日）まで。特別展示室。8月17日（土）午前10時と午後3時に展示解説。

・市遺跡調査・研究発表会

　31日（土）午後1時～5時。青少年会館。

[image: 動画を見る]



■イヴニング・ミュージアム・ウイーク

　8月6日（火）～11日（日）は開館時間を午後7時まで延長します。当日先着順。

・朗読会　星にとどけ平和への希（ねが）い　平塚空襲体験談より

　6日（火）午後6時～7時。プラネタリウム。70人。

・夏期特別展　展示解説

　7日（水）午後6時～7時特別展示室。

・光の虹を見てみよう（分光器工作）

　8日（木）午後6時～7時。科学教室。30人。

・懐かしい複音ハーモニカの音色を古民家で

　9日（金）午後6時～7時。展示室1階相模の家。30人。

・流星の見方＆作り方（星空と流星の投影機工作）

　10日（土）午後6時～7時30分。科学教室。30人。




■星を見る会

　午後7時～8時30分。科学教室・屋上。雨天曇天中止。

・月と土星・夏の星を見よう

　8月13日（火）。

・夏の星を見よう

　8月22日（木）。





■プラネタリウム投影

　200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料。

☆宇宙を夢みて

　9月1日（日）までの土・日曜日、午前11時と午後2時。8月10日・24日の午前11時はすいせいゴエ